
厚生労働省 健康局 がん・疾病対策課

資料５

循環器病対策推進基本計画の見直しについて
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我が国の年齢調整死亡率の推移（主な死因別）

 2020年の年齢調整死亡率（人口10万人対）は、脳血管疾患では、男性93.8/女性56.4 
であり、心疾患では、男性190.1/女性109.2であり、男女ともに減少傾向にある。

出典：人口動態統計
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2021年度以降の年齢調整死亡率については、新型コロナウイルスが影響する可能性もあるため、今後注視していく必要がある。



第２期循環器病対策推進基本計画の方向性（案）について
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第２期循環器病対策推進基本計画策定の基本的な考え方（案）①

●都道府県循環器病対策推進計画は関係する諸計画との調和が保たれたものでなければならな

いとされており、令和６年度からの新たな医療計画等との調和を図ることができるよう、基本

計画の実行期間は、令和２年度から令和４年度までの３年程度を１つの目安として示している。

●多くの都道府県では、第１期都道府県循環器病対策推進計画を、昨年度内に策定しており、

策定から間もない。
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第２期基本計画は第１期基本計画の大枠を維持しつつ、

現下の状況を踏まえて必要な修正を加える方針としてはどうか。

循環器病対策推進基本計画より抜粋

健康寿命の延伸等を図るための脳卒中、心臓病その他の循環器病

に係る対策に関する基本法より抜粋



第２期循環器病対策推進基本計画策定の基本的な考え方（案）②

③ 感染拡大時でも機能を維持できる医療体制の整備
• 新型コロナウイルスの感染拡大により、CCU受け入れ病院の救急患者の応需率の低下や

転院先の調整困難など循環器病の診療体制に逼迫が生じた。

• 将来の感染症の到来に備え、感染拡大時でも救急患者を受け入れる機能が維持できるよ

う、各地域における医療体制の整備が必要ではないか。

• また今後、地域における医療機能の分化・連携に向けた取組を進める上で、平時におい

ても急性期病院のみに患者が集中しないよう、回復期や慢性期の病院との、循環器病の

特徴をふまえた効率的な役割分担のあり方等について検討することが重要ではないか。

② 関係する諸計画との連携

• 令和６年度から開始予定の第８次医療計画、第９期介護保険事業計画と連携した内容と

なるよう調整してはどうか。

① 循環器病に係る指標の更新

• 厚生労働科学研究の結果等を踏まえ、評価指標の更新を行ってはどうか。
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循環器病対策に係る今後のスケジュールについて

循環器病対策
推進協議会

循環器病対策
基本法

20222021202020192018

循環器病対策
推進基本計画

関係政令の
整備

公
布

医療計画
（都道府県策定）

第7次
2018.4~2024.3

中間見直し（見直し後の計画）
2021.4～

介護保険事業計画
（市町村策定）

第7期
2018.4~2021.3

第8期
2021.4～2024.3

循環器病対策の取組

医療・介護の取組

循環器病対策
推進計画

（都道府県策定）

循環器病対策推進協議会
2020年1月～

施行
2019.12.1

（参考）

2023

第１期

※見直し後の計画が2022年度以降となっても差し支えない

2024 （年度）

第２期

第８次

第９期

第１期 第２期
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